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革
命
論 

資
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資
料
１ 
一
九
世
紀
・
主
要
事
件
の
年
表 

 
 
 

不
破
『
革
命
論
研
究 

上
』
か
ら 

１
８
１
４
～
１
５
・
ウ
ィ
ー
ン
会
議 

  
 

３
０
・
仏 

七
月
革
命 

  
 

４
７
・
英 

経
済
恐
慌 

 
 

４
８
・
仏 

二
月
革
命 

 
 
 
 
 

独 

三
月
革
命 

    
 

５
０
・
英 

一
〇
時
間
労
働
法 

  
 

５
１
・
仏 

ボ
ナ
パ
ル
ト
の
ク
ー
デ
タ
ー 

 
 

５
２
・
仏 

ボ
ナ
パ
ル
ト
帝
政 

 
 

５
３
～
５
６
・
ク
リ
ミ
ア
戦
争 

 
 

５
７
～
５
８
・
最
初
の
世
界
経
済
恐
慌 

   
 

５
８
・
日 

日
本
開
港 

 
 

５
９
～
６
１ 

第
二
次
イ
タ
リ
ア
統
一
戦
争 

 
 

６
１
・
露 

農
奴
解
放
令 

 
 

６
１
～
６
５ 

米 

南
北
戦
争 

 
 

６
２
・
独 

 

ビ
ス
マ
ル
ク
、
プ
ロ
イ
セ
ン
首

相
に
（
ビ
ス
マ
ル
ク
時
代
～
９
０
） 

  
 

６
６
・
プ
ロ
イ
セ
ン
＝
オ
ー
ス
ト
リ
ア
戦
争 

 
 
 
 
 

経
済
恐
慌 

 
 

６
８
・
日 

明
治
維
新 

 
 

７
０
・
プ
ロ
イ
セ
ン
＝
フ
ラ
ン
ス
戦
争 

 
 

７
１
・
独 

ド
イ
ツ
帝
国
成
立 

 
 
 
 
 

仏 

パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン 

   
 

７
３
・
経
済
恐
慌
。
独
占
資
本
主
義
へ
の
移

行
の
転
機
と
な
る 

 
 

７
８
・
独 

社
会
主
義
者
取
締
法
（
～
９
０
） 

       
 

９
４
～
９
５
・
日
清
戦
争 

主 

要 
事 
件 

  

１
８
３
８
・
英 

「
人
民
憲
章
」 

           
 

５
２
・
共
産
主
義
者
同
盟
解
散 

         
 

６
３
・
全
ド
イ
ツ
労
働
者
協
会

（
ラ
サ
ー
ル
派
） 

 
 

６
４
・
国
際
労
働
者
協
会 

   
 

６
９
・
独 

社
会
民
主
労
働
者

党
（
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
派
） 

  
 

７
２
・
国
際
労
働
者
協
会
ハ
ー

グ
大
会
。
総
評
議
会
の

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
移
転
を

決
定
。 

 
 

７
５
・
独 

ゴ
ー
タ
合
同
大
会 

  
 

７
９
・
フ
ラ
ン
ス
労
働
党
結
成 

   
 

８
９
・
第
二
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ

ル
（
～
１
９
１
４
） 

 

運 
 

動 

１
８
１
８
・
マ
ル
ク
ス
誕
生 

 
 

２
０
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
誕
生 

 
 

４
５
～
４
６
・
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
『
ド

イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』 

 
 

４
７
・
共
産
主
義
者
同
盟 

 
 

４
８
・
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
『
共
産
党

宣
言
』 

 
 
 
 
 

「
新
ラ
イ
ン
新
聞
」 

 
 

４
９
・
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
、
ロ
ン
ド

ン
に
亡
命 

 
 

５
０
・
マ
ル
ク
ス
『
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
階

級
闘
争
』 

 
 
 
 
 

エ
ン
ゲ
ル
ス
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
へ 

 
 

５
１
～
５
２
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
『
ド
イ
ツ
に
お

け
る
革
命
と
反
革
命
』 

 
 

５
２
・
マ
ル
ク
ス
『
ル
イ
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
の

ブ
リ
ュ
メ
ー
ル
一
八
日
』 

 
 

５
７
・
マ
ル
ク
ス
、
経
済
学
の
草
稿
執
筆
開

始 

 
 

５
９
・
マ
ル
ク
ス
『
経
済
学
批
判
』 

      
 

６
７
・
マ
ル
ク
ス
『
資
本
論
』
第
一
巻 

   
 

７
０
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
、
ロ
ン
ド
ン
に
移
る 

 
 

７
１
・
マ
ル
ク
ス
『
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
内

乱
』 

    
 

７
５
・
マ
ル
ク
ス
『
ゴ
ー
タ
綱
領
批
判
』 

 
 

７
７
～
７
８
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
『
反
デ
ュ
ー
リ

ン
グ
論
』 

 
 

８
３
・
マ
ル
ク
ス
死
去 

 
 

８
４
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
『
家
族
・
私
有
財
産
・

国
家
の
起
源
』 

 
 

９
１
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
「
エ
ル
フ
ル
ト
綱
領
批

判
」 

 
 

９
４
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
「
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ

の
農
民
問
題
」 

 
 

９
５
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
「
マ
ル
ク
ス
『
階
級
闘

争
』
へ
の
序
文
」 

 
 
 
 
 

エ
ン
ゲ
ル
ス
死
去 

マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
活
動 
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資
料
２ 

ド
イ
ツ
の
労
働
者
党
の
帝
国
議
会
総
選
挙
で
の
得
票
・
議
席
の
推
移 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

得
票
数 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

議
席
数 

１
８
７
１
年
３
月 

 
 

１
２
万
４
０
０
０
票
（
二
つ
の
党
の
合
計
） 

 
 

２
（
二
つ
の
党
） 

１
８
７
４
年
１
月 

 
 

３
５
万
１
７
０
０
票
（
同
前
） 

 
 
 
 
 
 
 

９
（
同
前
） 

１
８
７
５
年 

 
 
 
 
 
 

ゴ
ー
タ
で
の
合
同
党
大
会 

１
８
７
６
年 

 
 
 
 
 
 

エ
ン
ゲ
ル
ス
、
党
機
関
紙
で
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
批
判
開
始
（
～
７
８
年
） 

１
８
７
７
年
１
月 

 
 

４
９
万
３
４
０
０
票 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
２ 

１
８
７
８
年
７
月 

 
 

４
３
万
７
２
０
０
票 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

９ 

 
 
 
 
 

１
０
月 

 
 
 

「
社
会
主
義
者
取
締
法
」
制
定
。 

１
８
８
１
年
１
０
月 

 

３
１
万
２
０
０
０
票 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
２ 

１
８
８
４
年
１
０
月 

 

５
５
万
０
０
０
０
票 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
４ 

１
８
８
７
年
２
月 

 
 

７
６
万
３
１
０
０
票 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
１ 

１
８
９
０
年
２
月 

 

１
４
２
万
７
３
０
０
票 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３
５ 

 
 
 
 
 

９
月 

 
 
 
 

「
社
会
主
義
者
取
締
法
」
廃
止
。 

１
８
９
３
年
６
月 

 

１
７
８
万
６
７
０
０
票 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４
４ 

１
８
９
５
年 

 
 
 
 
 
 

エ
ン
ゲ
ル
ス
死
去
。 

１
８
９
８
年 

 
 
 

２
１
０
万
７
１
０
０
票 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５
６ 

  

資
料
３ 

各
国
で
の
普
通
選
挙
権
の
歴
史 

  

ア
メ
リ
カ 

１
７
７
６
年
の
独
立
宣
言
で
規
定
。 

 
 
 
 
 
 

１
８
６
１
～
６
５
年 

南
北
戦
争
。 

 

フ
ラ
ン
ス 

フ
ラ
ン
ス
大
革
命
。
１
７
９
２
年
に
共
和
制
と
普
通
選
挙
権
。
９
９
年
の
ナ
ポ
レ
オ 

 
 
 
 
 
 
 

ン
・
ク
ー
デ
タ
ー
で
転
換
。 

 
 
 
 
 
 

１
８
４
８
年 

二
月
革
命
で
第
二
共
和
制
。
普
通
選
挙
権
は
４
８
～
５
０
年
。 

 
 
 
 
 
 

１
８
５
１
年 

ル
イ
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
の
ク
ー
デ
タ
ー
。
５
２
年 

第
二
帝
政
。 

 
 
 
 
 
 

１
８
７
０
年 

フ
ラ
ン
ス
＝
プ
ロ
イ
セ
ン
戦
争
の
敗
戦
。
第
三
共
和
制
宣
言
。 

 

ド
イ
ツ 

 

１
８
６
７
年 

北
ド
イ
ツ
連
邦
に
普
通
選
挙
権
導
入
。
議
会
の
権
限
は
小
さ
い
。 

 
 
 
 

 
 

１
８
７
１
年 

ド
イ
ツ
帝
国
成
立
。
議
会
制
度
は
引
き
継
が
れ
る
。 

 
 
 
 
 
 

１
９
１
８
年 

１
１
月
革
命
で
共
和
制
宣
言
。
１
９
年 

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
。 

イ
ギ
リ
ス 

１
８
３
２
年 

第
一
次
選
挙
法
改
正
。
こ
れ
を
機
に
労
働
者
階
級
の
普
通
選
挙
権 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

要
求
運
動
（
チ
ャ
ー
チ
ス
ト
運
動
）
が
高
ま
る
。 

 
 
 
 
 
 

１
８
３
８
年 

普
通
選
挙
権
を
要
求
す
る
「
人
民
憲
章
（
チ
ャ
ー
タ
ー
）」
発
表
。 

 
 
 
 
 
 

１
８
６
７
年 

第
二
次
選
挙
法
改
正
。
都
市
の
労
働
者
の
大
部
分
が
選
挙
権
獲
得
。 
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１
８
８
４
年 

第
三
次
選
挙
法
改
正
。
農
村
と
鉱
山
の
労
働
者
の
大
部
分
に
選
挙
権
。 

 
 
 
 

 
 

１
９
１
８
年 

第
四
次
選
挙
法
改
正
。
男
子
普
通
選
挙
権
確
立
（
２
１
歳
以
上
）。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

３
０
歳
以
上
の
女
性
に
も
選
挙
権
（
２
８
年
に
２
１
歳
に
引
き
下
げ
る
）
。 

  

資
料
４ 

政
治
体
制
と
社
会
変
革
の
路
線
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
ス
の
定
式
（
一
八
七
八
年
） 

［
文
献
解
説
］
ド
イ
ツ
の
ビ
ス
マ
ル
ク
政
府
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
労
働
者
党
の
躍
進
を
お

し
と
ど
め
よ
う
と
し
て
、
１
８
７
８
年
９
月
、
帝
国
議
会
に
「
社
会
主
義
者
取
締
法
」
を
提

出
し
ま
し
た
。
こ
の
議
会
で
、
社
会
民
主
党
の
べ
ー
ベ
ル
の
反
対
討
論
（
９
月
１
６
日
）
に

対
し
て
、
内
務
相
オ
イ
レ
ン
ブ
ル
ク
伯
が
答
弁
に
立
ち
ま
し
た
（
９
月
１
７
日
）。
マ
ル
ク
ス

は
、
こ
の
討
論
記
録
を
入
手
し
て
、
政
府
見
解
に
反
論
を
く
わ
え
な
が
ら
、
議
事
録
の
「
概

要
」
を
つ
く
り
ま
し
た
が
、
以
下
は
、
そ
の
「
概
要
」
で
、
政
治
体
制
と
社
会
変
革
の
路
線

と
の
関
係
を
解
明
し
た
部
分
で
す
。 

  

「
当
面
の
目
標
は
労
働
者
階
級
の
解
放
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
内
包
さ
れ
る
社
会
変
革
（
変
化
）
で
あ

る
。
時
の
社
会
的
権
力
者
の
が
わ
か
ら
の
い
か
な
る
強
力
的
妨
害
も
立
ち
は
だ
か
ら
な
い
か
ぎ
り
に
お
い

て
、
あ
る
歴
史
的
発
展
は
『
平
和
的
』
で
あ
り
つ
づ
け
う
る
。
た
と
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
や
合
衆
国
に
お
い

て
、
労
働
者
が
国
会
（
パ
ー
ル
メ
ン
ト
）
な
い
し
議
会
（
コ
ン
グ
レ
ス
）
で
多
数
を
占
め
れ
ば
、
彼
ら
は

合
法
的
な
道
で
、
そ
の
発
展
の
障
害
に
な
っ
て
い
る
法
律
や
制
度
を
排
除
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か

も
社
会
的
発
展
が
そ
の
こ
と
を
必
要
と
す
る
か
ぎ
り
で
だ
け
で
も
。
そ
れ
に
し
て
も
、
旧
態
に
利
害
関
係

を
も
つ
者
た
ち
の
反
抗
が
あ
れ
ば
、『
平
和
的
な
』
運
動
は
『
強
力
的
な
』
も
の
に
転
換
す
る
か
も
知
れ
な

い
。
そ
の
時
は
彼
ら
は
（
ア
メ
リ
カ
の
内
乱
や
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
よ
う
に
）
強
力
に
よ
っ
て
打
倒
さ
れ
る
、

『
合
法
的
』
強
力
に
た
い
す
る
反
逆
と
し
て
」（
マ
ル
ク
ス
「
社
会
主
義
者
取
締
法
に
か
ん
す
る
帝
国
議
会

討
論
の
概
要
」
一
八
七
八
年
九
月 

全
集
〔
34
〕
四
一
二
ペ
ー
ジ
）。 

 


